
家畜改良増殖法第３４条に基づく業務の運営状況の
報告について

〇家畜人工授精所の開設者は年次毎の業務に関する報告を
翌年次の４月末までに都道府県知事に報告する義務があります。

特定家畜人工授精用精液等（和牛等の精液・受精卵）

⇒報告対象期間：報告年１月１日～１２月３１日

報 告 様 式：様式第２８号

その他の家畜人工授精用精液等（ホル等の精液・受精卵）

⇒報告対象期間：報告年１月１日～１２月３１日

報 告 様 式：様式第２９号

1月1日 12月31日 4月30日

報告書の提出

報告年次 翌年次
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報告対象期間
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家畜人工授精所への精液等の出入り（譲受・譲渡・廃棄・亡失）
⇒譲渡等記録簿に記録

家畜人工授精の実施
⇒家畜人工授精簿に記録
授精証明書の発行

外部から家畜人工授精所
に搬入した場合

・購入（譲受）し、保存
・他者から保存を受託

家畜人工授精所から搬出する場合

・保存した精液等を販売（譲渡）
・他農場での飼養牛に授精
・受託した精液等を引き渡し（搬出）

自家（自農場内）で
AI・ETを行う場合
※外部への搬出がない

報告に係る家畜人工授精用精液等の動き

利用譲受 譲渡



 （日本産業規格Ａ４） 

家畜人工授精所における特定家畜人工授精用精液等の業務に関する報告書 
  20○○年 4月 1日提出 

  滋賀県知事  殿 
 
家畜改良増殖法施行規則第 49条に基づき、20××年１月１日から 12月 31 日までの家畜人工授精所の運営の状況を次のとおり報告します。 

 
 １ 家畜人工授精所の管理番号：25S000 
 ２ 家畜人工授精所の名称及び所在地：滋賀県人工授精所  滋賀県大津市京町四丁目 1番 1 号 
 ３ 家畜人工授精所の業務の別：５ 
 ４ 報告対象物： １ 
 ５ 前年 12月 31 日時点の保存数量：213 

（単位：本） 20××年 
１月 

 
２月 

 
３月 

 
４月 

 
５月 

 
６月 

 
７月 

 
８月 

 
９月 

 
10 月 

 
11 月 

 
12 月 

 
合計 

生産数量 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

譲受数量 ０ ０ ０ ２００ １００ ２００ １００ ８０ ２００ ２２０ ２００ １００ 1420 

譲渡数量 ０ ０ ０ １００ ９５ １２０ ８０ ７０ １１５ １３０ １５０ １２５ 985 

利用数量 ０ ０ ０ ４３ ４７ ４５ ５３ ４１ ６２ ６８ ５９ ５５ 473 

廃棄又は 
亡失した数量 

０ ０ ０ ０ ５ ０ １０ ０ ０ ０ ８ ０ 23 

月末時点の 
保存数量 

２１３ ２１３ ２８３ ３４０ ２９３ ３２８ ２８５ ２５４ ２８２ ３０４ ２８７ ２０７  

備考 
        亡失発見

＋５ 

    

 ６ 家畜人工授精所の運営の状況 

特定家畜人工授精用精液等報告書（様式第２８号）

〇様式第２８号は精液と受精卵は別々に作成します。

許可証記載の業務の別（番号）記入
報告対象物 １：精液 ２：受精卵
1枚の報告書にはどちらかを記入

譲渡等記録簿 参照

※体内・体外受精卵の
数量はまとめて下さい。

家畜人工授精簿 参照

譲渡等記録簿 参照

集計

※譲渡等記録簿、家畜人工授精簿など
日々の記録を基に作成して下さい！

開設許可証
確認

西暦で記入
4月30日までの提出日



特定家畜人工授精用精液等報告書（様式第２８号）

〇様式第２８号は各項目に月ごとの数量を1本単位で記載します。

月末の在庫
前月末在庫＋生産数＋譲受数－譲渡数

－利用数ー廃棄・亡失数

亡失分の発見数
も記載

各項目
月合計を記載

１年の合計を記載



 （日本産業規格Ａ４） 

 
家畜人工授精所における家畜人工授精用精液又は家畜受精卵 

（特定家畜人工授精用精液等であるものを除く。）の業務に関する報告書 
 20○○年 4月 1 日提出 

  滋賀県知事 殿 

  

家畜改良増殖法施行規則第 49 条に基づき、20××年１月１日から 12 月 31 日までの家畜人工授精所の運営の状況を次のとおり報告します。 

 

１ 家畜人工授精所の管理番号 25S000 

２ 家畜人工授精所の名称及び所在地 滋賀県人工授精所 滋賀県大津市京町四丁目 1番 1号 

３ 家畜の種類及びその業務の別 １（5） 

４ 家畜人工授精用精液を譲渡した件数 70 

５ 家畜人工授精用精液を譲受した件数 50 

６ 家畜受精卵を譲渡した件数 30 

７ 家畜受精卵を譲受した件数 20 
 

その他の家畜人工授精用精液等の報告（様式第２９号）

西暦で記入
4月30日までの提出日

家畜の種類（業務の別）
例）牛、保存の場合⇒１（５）

譲渡、譲受の「延べ件数」
（契約数）を記入

受精卵業務がない場合は
空白でよい

許可証を確認

※特定家畜人工授精用精液等は除いて記入
※畜種（牛、豚、馬、山羊、めん羊）ごとに別々の報告書を作成

特定家畜（和牛等）とは、報告する項目が異なることに注意！



延べ件数（契約数）について

1農場で同日に複数回AIを実施した
⇒契約数：１

同農場で異なる日（例：計10日）AIを
実施した ⇒契約数：１０

注
文
書

1回で注文した精液が3回に分けて
納品された⇒契約数：１

2回注文した精液が1回にまとめて
納品された⇒契約数：２



報告のご提出のお願い

〇様式は滋賀県庁畜産課HPにも掲載しています。
滋賀県＞県民の方＞しごと・産業・観光＞畜産業＞

家畜人工授精所を開設されている方へ

〇翌年４月３０日までに畜産課までご提出をお願いします。

提出先 〒５２０－８５７７
滋賀県大津市京町四丁目１番１号
滋賀県庁畜産課

あるいは

Mail: ge00@pref.shiga.lg.jp

〇ご不明な点がありましたらお気軽にお問い合わせ下さい。

担当 生産衛生・耕畜連携係 家畜改良担当

TEL: ０７７－５２８－３８５３ FAX: ０７７－５２８－４８８３


